
充実したワークライフのための就活セミナー

環境科学部環境計画学科 9期

HOPPA近江八幡 伊藤真紀

「自分の好きなこと」の解像度を高める



略歴

1983 神奈川県出身（42歳）
2003 滋賀県立大学環境科学部 環境計画学科 入学
2011 滋賀県立大学環境科学部 修士課程前期 卒業
2016 NPO法人五環生活 副代表理事
2023 保育士試験合格
            現在 HOPPA近江八幡 保育教諭



プロフィール

◆家族構成は…
夫と娘の３人家族です。

◆趣味は…
読書 図書館で借りて期間を決めて読む

◆特技は…
クロスワードパズルをつくること

◆嗜好品は…
お酒は大好き！
彦根銀座・袋町界隈で、幅広い年齢の楽しいお酒友達がいます。
タバコは20代はめちゃくちゃ吸ってました。30代に入ってやめました。

◆仕事でのこだわりは…
接客業での労働時間が長いので
「お客様の満足、達成感、答え合わせのために何が出来るか」を考えています。
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モチベーション（充実感）グラフ
目標が決まらないと、無為に過ごしがちな性分

自律神経失調



学生時代（滋賀県立大学 時代）

◆印象に残っていること

はじめて関わる彦根人
下宿先県大生7人シェアハウスの大家さん
ひこねのおっちゃん 「自分も学生の時苦労したから、恩返ししたい」
トイレ、お風呂、台所、洗面所は共同、家賃17000円光熱費は割り勘。

カルチャーショック
・スキー旅行に専攻同期40人いった際、けがをした同級生にみんなでカンパ。
・言葉遣いが関東弁なので、きつく聞こえたらしく、家庭教師のバイト先の中学
生に「むかつく」といわれて、すぐにバイト辞めました。

車社会の作法
・左折や右折の合図をウィンカーでだしているのを初めて知った
・子供の塾の送迎を親がしている。免許をとるまで母子分離できない



学生時代（滋賀県立大学 時代）

◆没頭していたこと

イベント運営ボランティア
3回生で情報処理の単位を落として留年（C言語）
田原総一朗さんが主宰する「琵琶湖塾」運営スタッフ
ゲスト講師の講演＋ゲスト講師と田原さんと塾生（お客様）討論イベントのレ
ジュメの作成や質問のとりまとめなど
アンケート、ピボット集計を近藤先生にいい感じにまとまってるといわれた記憶

フィールドワークや卒業論文
・大学の講義やFWはまじめに取り組みましたが、レポートや課題など、自分が
書きたいことがうまく文章化できず、はがゆい。タバコだ酒だ(笑)
・卒業論文では、琵琶湖石けん運動を全県的にすすめた官民連携組織が、時
代とともに活動目的を変えながら30年市民活動をつづけた歴史をまとめました。
修論では、石けん運動に携わった方々のライフストーリーから、労働運動や福
祉的な社会運動と、石けん運動との関連を論じました。
・納得して論文を書きたかった。論文を書き終わってから次の進路を決めようと
思っていた。



就活・フリーター時代

◆働くってなんだ

就活体験
・3回生の時に、マイナビやリクナビに登録して、会社説明会に20社以上参加し
たが、エントリーシートや面接に行ったのは小売りメーカー、花卉市場、建設会
社、資料作成会社など数社。
・企業研究などほとんどしなかった。

フリーター経験
・卒業後、ホテルフロントで月150時間程度働き、ビジネスマナーを覚える
・個人事業主がチェーン企業と業務委託契約する形式に衝撃をうける
・クレーム対応など、自分の力不足や不完全さが、悔しい気持ちがつよかった
・いかに大学まで勉強だけしてれば「ちやほや」認められ、できなくても取り組
む姿勢を否定されなかったかが身に染みた。
・勉強するってやっぱり楽しい。
・一般的な市場で稼ぐには他人の感情を処理する業務は避けられないという
諦めがついた。



社会人1年目からダブルワーク

◆働くことになった経緯

ホテルバイトをしながら大学院に進学。修士課程後、進路が決まらず、井手先
生や近藤先生、控室の米野さんに心配していただきました。
⇒聖泉大学のキャリア教育プログラム補助金事業の期間雇用とかけもちで、
NPO法人五環生活のびわ湖一周推進事業の専任職員へ

◆働き始めて印象的だったこと

・東日本大震災のあった年。被災地にボランティアにいった五環生活のメン
バーもいて、何を考えたのかなど話す機会があった。
・「地域にどんな夢をあたえられるか」を掲げたキャリア教育との出会い。自身
の就活・フリーター時代のモヤモヤが少し整理されの働き方にとても影響して
いる。
・ダブルワークかけもちで、ほぼ年間休日0日。補助金の雇用形態、給料が先
に決まり、労働時間は帳尻合わせになりがちだが、大きな問題ではない。市場
に価値あるいは時間を提供するという社会人のセオリーへの疑問。



9

彦根市周辺をめぐるサイクルツーリズムの推進

彦根市・甲良町・多賀町・豊郷町・愛荘町 広域観光

電動アシスト自転車・スポーツバイク 貸出
自転車観光のためのMAPやツアー、観光キャンペーンの企画
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彦根市周辺をめぐるサイクルツーリズムの推進
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びわこ一周レンタサイクル

コミュニティビジネスの立上げに関わる 初期の10倍以上の売り上げ規模にまで成長

琵琶湖一周150～200キロ 初心者は1泊2日 ほぼ7～8時間漕ぎ続けないと達成できない
ロングライドを可能にさせる スポーツバイクレンタル
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びわ湖一周 ツアーガイド

フルビワイチ・ビワイチブ・北湖だけビワイチ
イベント・旅行会社、メディア、滋賀県などからのオファー



集団走行になる自転車ツアー
コミュニティを運ぶ （ビジネスマン、学術教育、視覚障がい者、インバウンド）
サイクルツーリズムの多様性
船や鉄道とのコラボツアー（オーミマリン・近江鉄道・JR）

13

びわ湖一周 ツアーガイド



重要文化的景観（じゅうぶんけい） 景色の国宝
日本の生活や生業の理解をするために欠くことのできない景色を解説するツアー

14

重要文化的景観 ツアーガイド



転職後すぐにコロナ禍、フリーターへ

◆働くことになった経緯
・2015年ごろからビワイチが全県的な取り組みになり、各地域のサイクルツー
リズムも盛んに。近江八幡市まちづくり会社まっせの新規事業として重要文化
的景観をめぐるサイクリングツアーが企画され、担当者として働くことになった。

◆働き始めて印象的だったこと
・各地のまちづくり会社、国土交通省や経済産業省の政策に連動してきた歴史
を垣間見ることができた。
・経営陣と現場との接点が少なく、それまでNPO法人五環生活の副理事として、
組織の方針などを合意形成で精神的にやられていたので、組織のことを考え
ずに、サービス内容の作りこみに専念できた。
・だいたい、定時で帰れる。

◆コロナ禍のため再びフリーターになる
・人生の夏休み コロナ禍のおかげで、観光関連・地域づくり関連で働くいろい
ろな人と話し合う機会に恵まれる。居酒屋、米農家の手伝い、放課後デイサー
ビス、建設工事コンサルの報告書作成業務、WEBライターetc.仕事を掛け持ち



私のキャリア
2つのベクトルの合成

自転車が好きだったわけではない
やってみたいことは勉強してみる
お手本になる人格を探す

外部環境一定の方が自分の変化を認識・言語化しやすそう→地域に残った
ぼんやりしていた好きなこと（自分の理想・意志・大切にしたい価値観）→だんだん明確に

好きなこと？何それ美味しいの？
したいことなんてすぐかわる
したかったこともすぐわすれる

理想
私の意志

現実
関係をもつ
集団や地域

フリーターから保育士になる

・環境社会計画的な視点 次世代がどういう環境を選び取るのか
・コロナ禍からの視点 不要不急の観光業を支える社会インフラへの興味
・アンペードワークの視点 家事や育児は、未婚子供なしでは簡単に経験できない

地縁 社縁 活動つながり



大学の資源を利用する。大学の先生と仲良くなる。

学生のうち（就職する前）に経験した方が良いことは？
Q

私はFP技能士3級の勉強をしようかなーと思っています。

一般的な資格でスキルアップや将来の役に立つものは？
Q

自分の腹落ち感を気にすれば後悔はないはずだと思います。

就職活動、どのようなことを気にすれば良いですか？
Q

転んでもただでは起きないこと。本当に失敗したと思うので

あれば、その挫折感をきちんと言語化して、様々な立場の人

に伝えて意見をきいてみること。

学生時代の失敗や挫折から学んだことがありましたら教

えてください。

Q

学生時代に働いている自分の将来像がまったくイメージでき

なかったので、ギャップはなかったです。

学生時代に思っていた将来像と実際就職してからの仕事

や生活に関してギャップはありましたか？

Q

その組織が構造的に抱えている課題（弱み）や特長（強み）

就職したい企業を選ぶ時に特に考慮した方が良い点は？
Q

自分が人生で体現したい価値観をリストアップして、それを

労働（本業や副業）、社会的活動（NPO活動や地域活動な

ど）、私生活（趣味や習い事や宗教、家事育児介護）など自

分なりの分類に振り分けて、人生の全体像を把握してみる。

社会で働く上で大切な心構えは？
Q

組織の課題に対して、自分なりに試行錯誤しながら病むこと

なく向き合える人材

企業が求めている人材について教えてください。
Q



その業界に長く携わってきた先達の話を聞くのがいいのでは

ないでしょうか。

業界研究をどのように進めていけば？
Q

自分の好きなこと（価値観）を業界（労働）に結びつける必

要はないのでは。

自分の好きなことと業界をどのように結びつけて行けば

良いのか分からないです。

Q

いったん好きや嫌いを棚に上げて「お金をもらわないとしたくない、

お金をもらったらモチベーションが上がる、お金に関係なく人生の

多くの時間を費やしてもいい」などの考え方から、自分が本当に好

きなものの解像度をあげるアプローチでもよいのでは

先輩方が自分の好きなことと仕事をどのように結び付け

てきたのか、聞けるととても参考になりますので、お聞

かせください。

Q

大学の就職支援課や先生を通じて、紹介してもらったり、

仲介してもらった良いのではないでしょうか。

OB・OG訪問をしたいのですが、どうしたら良いでしょう

か？気を付ける点などありましたら、教えください。

Q

先入観を捨てて素直につきあえばよいのではないでしょうか

上司とどのように付き合えば良好な関係を築き上げるこ

とができるのか、お教えください。

Q

部下をもったことがないですが、上司と同じように先入観を

捨てて素直につきあえばよいのではないでしょうか

部下をもったことがないですが、上司と同じように先入

観をすてて素直につきあえばよいのではないでしょうか

Q
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